
立花高等学校通信 

パイルアップ  

第７号 

平成 29 年 5 月 18 日 

文責 校長 

 

 

 連絡事項 

【来週の予定】                   ※前期公開授業週間 

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

22 日（月） 全学年 代休 

23 日（火） 全学年 火① 火② 火③ 火④ 火⑤ 火⑥ 火⑦ 

24 日（水） 全学年 水① 水② 水③ 水④ 水⑤ 水⑥ 水⑦ 

25 日（木） 全学年 木① 木② 木③ 木④ 木⑤ 木⑥ 木⑦ 

26 日（金） 全学年 金① 金② 金③ 金④ プレミアムフライデー 放課後 

 

mamas café 来週の日替わりメニュー 

23 日（火） 24 日（水） 25 日（木） 26 日（金） 

ハンバーグ 

和風ポン酢ソース 
ぶり煮つけ 

チキンカツ 

トマトソース 

ひき肉の甘辛あんかけ 

二色丼 

 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～キープしたまま気になっている「ゴメン」がないですか？～ 

配慮 

 もしあなたがお医者さんだったら、「お金持ちの患者さん」と、「お金持ち

でない患者さん」のどちらを先に診察しますか？そう聞かれると、日本人は

「お金持ちでない患者さん」と答えたくなってしまうそうです。心情的に日

本人には、弱者の味方をする事を美徳に思う感覚があるのです。 

 

実際にお医者様が最初に診察すべきは、「より緊急を要する患者さん」で

はないでしょうか。患者さんがお金持ちかそうでないかは、命の危険の緊急

度の前では、最初に考えるべきことではないはずです。本来我々が判断すべ

き優先順位はとてもシンプルなはずなのに、心情的に判断基準がぶれてしま

い、順番を見誤ることはたくさん起きているのかもしれませんね。 

 

「正義の味方は弱者の味方」と言うセリフを聞いて、テレビに突っ込んで

しまいました。だって、正義の味方は正しい人の味方だと私は思うのです。

強かろうが弱かろうが、間違っていることは間違っているし、正しいことは

正しいのです。その基準が公正であることは民主主義の基本です。 

 

しかし、実際には様々な「配慮」が存在しなければなりません。ある人に

はとても簡単なことが、別の人には相当難しかったりするのです。公正だか

らと、ある基準のみで杓子定規に物事を判断すると、とたんに息苦しくなっ

てしまいます。このあたりの微妙なさじ加減が確かに社会には必要です。特

に学校では。ダメなものはダメです。でもダメの中にあるその人の内面を探

ろうと先生方は苦悩します。少なくとも立花の先生方は頭ごなしに怒鳴るこ

とはないはずです。「配慮」はとても悩ましいものなのです。 


